請負工事検査評定要領
（趣旨）
第１条　この要領は、山形市請負工事検査規程（平成５年市訓令第１５号。以下「規程」という。）第９条の規定に基づき、工事成績の評定（以下「評定」という。）について必要な事項を定めるものとする。
（評定者及び評定の時期）
第２条　評定は、規程第３条第２項に規定する検査員、総括監督員及び監督員が行うものとする。
(１)　監督員及び総括監督員は、工事が完了したとき下検査を実施し評定を行う。
(２)　検査員は、検査を実施し評定を行う。
（評定の省略）
第３条　次の各号に掲げる工事であって、工事の性質及び内容等により評定の必要がないと認めるものにあっては、その評定を省略することができる。
(１)　建築物や構造体の解体及び撤去等に類する工事
(２)　橋梁や機械、設備等の工場製作等に類する工事
(３)　施設や設備の保守点検及び維持管理、器具の交換等に類する簡易な工事
（評定の項目及び評定基準点並びに評定者）
第４条　評定の項目及び評定基準点並びに評定者は、次のとおりとする。
	評　　定　　項　　目
	評定基準点
	評　　定　　者

	
	
	監督員
	総括監督員
	検査員

	１．施工体制
	Ⅰ．施工体制一般
	３．３点
	３．３点
	
	

	
	Ⅱ．配置技術者
	４．１点
	４．１点
	
	

	２．施工状況
	Ⅰ．施工管理
	１３．０点
	４．５点
	
	８．５点

	
	Ⅱ．工程管理
	８．１点
	４．５点
	３．６点
	

	
	Ⅲ．安全対策
	８．８点
	４．９点
	３．９点
	

	
	Ⅳ．対外関係
	３．７点
	３．７点
	
	

	３．出来形及び出来ばえ
	Ⅰ．出来形
	１４．９点
	４．４点
	
	１０．５点

	
	Ⅱ．品質
	１７．４点
	４．９点
	
	１２．５点

	
	Ⅲ．出来ばえ
	８．５点
	
	
	８．５点

	４．工事特性
	Ⅰ．施工条件等への対応
	７．３点
	
	７．３点
	

	５．創意工夫
	Ⅰ．創意工夫
	５．７点
	５．７点
	
	

	６．社会性等
	Ⅰ．地域への貢献等
	５．２点
	
	５．２点
	

	
	１００．０点
	４０．０点
	２０．０点
	４０．０点

	７．法令遵守等
	
	△２０．０点
	
	△２０．０点
	


（評定の方法）
第５条　評定は、評定者ごとに次の方法により厳正かつ公平に行うものとする。ただし、１件の工事について、２人以上の監督員、総括監督員又は検査員がいる場合においては、各々協議の上評定を行うものとする。なお、手直しを命ぜられた工事については、手直し前の状態で評定を行う。
(１)　監督員は、工事成績評定考査項目別運用表【監督員用】（別紙第１号）及び別記細目別評定基準により評定する。この場合において、工事契約後、必要に応じ施工プロセスチェックリスト（別紙第５号）により、施工体制一般、配置技術者、施工管理、工程管理、安全対策及び対外関係を確認し、評定を行う。　
(２)　総括監督員は、工事成績評定考査項目別運用表【総括監督員用】（別紙第２号）及び別記細目別評定基準により評定する。
(３)　検査員は、工事成績評定考査項目別運用表【検査員用】（別紙第３号）及び別記細目別評定基準により評定する。
２　土木工事の評定に当たっては、工事成績評定考査項目別運用表工事関係書類一覧表（土木）（別紙第６号)に基づき作成した書類以外の書類は、評価の対象外とする。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（疑義ある評定）

第６条　評定者ごとの評定に疑問がある場合には、検査員及び総括監督員が協議して再評定を行うことができる。
　　　附　則
　この要領は、平成７年4月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成１８年4月１日から施行する。
附　則
　この要領は、平成２０年4月１日から施行する。
附　則
この要領は、平成２７年4月１日から施行する。
附　則
　この要領は、平成３０年６月１日から施行する。
附　則
　この要領は、平成３１年６月１日から施行する。
附　則
　この要領は、令和６年４月１５日から施行する。
